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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本内燃機関

連合会（JICEF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改

正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格であ

る。これによって，JIS B 8008-4:2009 は改正され，この規格に置き換えられ，また，JIS B 8008-11:2008

は廃止され，その一部を分割して改正したこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 8008 規格群（往復動内燃機関－排気排出物測定）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 8008-1 第 1 部：ガス状排出物及び粒子状排出物の台上測定装置 

JIS B 8008-2 第 2 部：ガス状排出物及び粒子状排出物の搭載状態での測定 

JIS B 8008-3 第 3 部：定常状態における排気煙濃度の定義及び測定 

JIS B 8008-4 第 4 部：各種用途の定常状態及び過渡状態における試験サイクル 

JIS B 8008-5 第 5 部：試験燃料 

JIS B 8008-6 第 6 部：試験報告 

JIS B 8008-7 第 7 部：エンジンファミリの定義及び決定方法 

JIS B 8008-8 第 8 部：エンジングループの定義及び決定方法 

JIS B 8008-9 第 9 部：圧縮点火機関の過渡状態における排気煙濃度の台上測定での試験サイクル及び

試験方法 

JIS B 8008-10 第 10 部：圧縮点火機関の過渡状態における排気煙濃度の現地測定での試験サイクル及

び試験方法 
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日本産業規格          JIS 
 B 8008-4：2023 
 

往復動内燃機関－排気排出物測定－第 4 部：各種 

用途の定常状態及び過渡状態における試験サイクル 

Reciprocating internal combustion engines- 

Exhaust emission measurement-Part 4: Steady-state and transient test 

cycles for different engine applications 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 4 版として発行された ISO 8178-4 を基とし，日本産業規格として不適切な箇

所の技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，細分箇条番号の後に“A”から始まるラテン文字の大文字を付記した細分箇条は，

対応国際規格にはない事項である。また，側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更

している事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，試験台上で往復動内燃機関から排出されるガス状排出物及び粒子状排出物の評価方法及び

試験サイクルについて規定する。幾つかの制限はあるが，この規格は，現地での測定にも使うことが可能

である。試験は，機関が搭載される機械を代表する試験サイクルを使って，運転の定常状態及び過渡状態

の下で実施する。 

この規格は，本来路上で人及び物の輸送のために設計された自動車用機関を除いた，移動式，可搬式及

び定置式の往復動内燃機関［この規格では，総称してオフロード機関（off-road engines）といい，オフロ

ード機関を搭載した機械を表す修飾語として“オフロード”を用いる（例：オフロード車両）。］に適用す

る。 

例えば，土工機械，発電装置などの用途のオフロード機関に適用する。 

追加の要求規定（例えば，職業上の健康及び安全に関わる規制，発電プラントの規制など）が適用され

る機械に使用する機関には，異なる試験条件及び／又は追加の試験条件並びに特別な評価方法を適用する

ことがある。 

注記 1 関連する国内の強制法規などとしては，次のものがあり，適用される装置に対しては，これら

に従わなければならないとされている。 

－ 道路運送車両法 

－ 特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律 

－ 海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律 

－ 大気汚染防止法 


